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市政だより

昭和54年5月15日地867

人口の動き

4月 1日現在 前月比

計

数
日

男

女

帯

人

世

6 4.4 1 8 -165 
3 0.9 9 8 -108 
3 3.4 2 0 -57 
1 7.9 2 7 十 25
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みんな
カ、ンノ〈レ

第四回子ども大会(主催・大村市子ども会育成連絡

協議会)が5月6日、市営陸上競技場で行われ、ボー

Jレころがし、つなひき、玉入れなど多彩なゲームでに

ぎわいました。

子ども大会にぎわう
この日は絶好の運動日和、ゴーJレデ、ジウィークの最

後をかざる楽しい一日となりました。
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戸
島
新
市
政
ス
タ
ー
ト

第
ロ
代
田
の
市
長
に
就
任

故
高
木
市
長
の
急
せ
い
に
と
も

な
う
大
村
市
長
選
挙
は
四
月
二
十

二
目
、
市
内
二
十
六
の
投
票
所
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
票
も
当
日
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
、
戸
島
英
二
氏
が
接
戦
の
す

清潔・公平
参加と連帯
信頼と合意

※ 

ぇ
、
第
十
二
代
市
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
。戸
島
新
市
長
は
四
月
二
十
五
日

市
職
員
に
迎
え
ら
れ
て
当
選
後
初

登
庁
、
第
一
会
議
室
一に
集
っ
た
全

職
員
を
前
に
「
批
判
票
を
謙
虚
に

J 

こ
の
た
び
、
市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
が
、
ど
承
知
の
よ

う
に
非
常
に
厳
し
い
批
判
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
謙
虚
に
受

け
と
め
、
地
方
自
治
進
展
の
た

め
果
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
を

十
分
認
識
し
、
職
責
を
果
し
う

る
よ
う
、
い
っ
そ
う
研
錆
に
つ

受
け
と
め
な
が
ら
故
高
木
市
政
を

受
け
継
ぎ
，
思
い
や
り
の
あ
る

政
治
'
を
や
り
た
い
」
と
挨
拶

戸
島
新
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た。大
村
市
長

戸

島

英

と
め
、
市
政
運
営
の
た
め
全
力

を
傾
注
し
て
努
力
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

清
潔
・
公
平
を
基
本
姿
勢
と

し
て
、
参
加
と
連
帯
、
信
頼
と

合
意
に
も
と
づ
く
、
お
も
い
や

り
の
あ
る
政
治
を
行
い
、
当
面

す
る
国
際
空
港
化
、
高
速
道
路

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

-・・・

l
・・・・
-
-
-
-
-
1
・--l
・・・・

l
・・・
・l
---
-J

や
新
幹
線
な
ど
、
大
型
事
業
に

対
し
て
は
長
期
的
展
望
に
立
つ
一

た
対
応
策
を
早
急
に
ま
と
め
、

E

県
央
の
交
通
拠
点
都
市
と
し
て
一

ま
た
、
中
核
都
市
と
し
て
、

市

一

民
の
幸
せ
の
上
に
立
っ
た
大
村

市
発
展
を
目
指
し
、
努
力
す
る
一

覚
悟
で
ご
ざ
い

ま

す

。

.

以
上
所
信
の一

端
を
申
し
述
…

べ
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
絶
大
一

な
る
ご
支
援
、
ど
協
力
を
賜
わ
・

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

一

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
一

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

し松尾一委員…選出
授与される戸島市長

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

市職員に迎えられて初登庁する
時一一一一一-

戸島市長
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街
の
顔
で
す

心
で
す

7日

水
道
は
、
国
民
の
健
康
で
文
化

的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会

的
、
経
済
的
な
諸
活
動
を
支
え
る

上
で
も
か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

施
設
で
す
。

水
道
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
第
二
十
一
回
水
道

週
間
が
六
月
一
日

t
七
日
ま
で
実

6月1日~第21回水道週間

ハ
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

施
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
水
道
使
用
量
は
年
々
増

大
し
て
い
ま
す
が
、
水
は
限
り
あ

る
資
源
で
す
。

今
の
う
ち
か
ら
日
常
生
活
に
も

う
一
度
目
を
向
け
、
む
だ
な
水
は

止
め
て
節
水
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

な
お
、
道
路
な
ど
で
漏
水
を
発

見
さ
れ
た
ら
水
道
部
(
雷
③
|
一

一
一
一
)
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

ク
地
方
税
法
が
一
部
改
正
d

住
民
税
の
所
得
控
除
を
ど

昭
和
五
十
四
年
度
地
方
税
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

〔
市
県
民
税
〕

(
)
内
は
現
行
の
額

。
基
礎
控
除
二
十
一
万
円
(
二

十
万
円
)

Q

配
偶
者
控
除

二
十
一
万
円

(
二
十
万
円
)

。
扶
養
控
除
二
十
万
円
(
十
九

万
円
)

o

老
人
扶
養
控
除
二
十
一
万
円

(
二
十
万
円
)

。
配
偶
者
の
な
い
一
人
目
の
扶
養

二
十
一
万
円
(
二
十
万
円
)

。
障
害
者
控
除
十
九
万
円
(
十

八
万
円
)

。
特
別
障
害
者
控
除
二
十
一
万

円
(
二
十
万
円
)

。
老
年
者
控
除
十
九
万
円
(
十

八
万
円
)

o

寡
婦
控
除
十
九
万
円
(
十
八

万
円
)

。
勤
労
学
生
控
除
十
九
万
円

(
十
八
万
円
)

〔
軽
自
動
車
税
〕

別
表
の
と
お
り

〔
ガ
ス
税
〕

六
月
一
日
か
ら
免
税
点
が
引
上

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

一f
J三
-
t
J
J
、-
Z
J
J一
〉
一
二
一
正
〉
三
〈
ご

r'EE--
司、，z亡、
t
く
f
f
'
J
3
1
J

ゲ

タ

水

道

料

金

の

集

金

ク

い

ヤ

次

の

人

に

委

託

し

て

い

ま

す

い

い
水
道
部
で
は
次
の
人
た
ち
に
(
植
松
三
丁
目
六
二
八
|
二

V

~
水
道
料
金
の
集
金
を
委
託
し

ま

〔

委

託

区

域

〕

西

大

村

地

ハ

川

し

た

の

で

ご

協

力

を

お

願

い

し

区

の

一

部

、

γ

ま

す

。

@

武

田

千

鶴

子

さ

ん

ν

仇

@

立

川

ク

ミ

ヱ

さ

ん

(

幸

町

七

一

)

J

~

(

木

場

郷

三

O
O
)

〔
委
託
区
域
〕
西
大
村
地
区
川

)

〔
委
託
区
域
〕
鈴
田
地
区
の
の
一
部
、
竹
松
・
福
重
放
叫

ん

一

部

、

大

村

地

区

、

西

大

び

松

原

地

区

一

~

村

地

区

の

一

部

※

委

託

期

間

は

い

ず

れ

も

来

年

V

い

@

辻

ハ

ヤ

ノ

さ

ん

三

月

三

十

一

日

ま

で

で

す

o

f

げ
ら
れ
ま
す
。
七
千
円
(
改
正
)

六
千
円
(
現
行
)

以
上
、
主
な
改
正
点
の
み
を
掲

載
し
ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
税

務
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

分一一|現 え|立lEJ
年額 650口|年額 700円|

1/ 1，000 I // 1.100 

// 1.300 I //1，450 

// 2，000 I //2，200 

// 2，600 I // 2，850 I 

λ，200 Iス五l
// 5，900 I // 6，500 

// 2.900! // 2，900 

// 3，300 I //3，650 

M 1，30o I // 1， 450 

// 3，900 I 1/ 4，300 

// 3，300 I // 3，650 

区

原白隠排気量0.05リット Jレ以下

晶子型5 リツトノレ~O山
付車I // 0.09リツト必上

3 輪

2輪
軽

自

動

車

軽
自
動
車
及
び

型
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納

力

53年度分の未納保険税
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
ら
れ
た

と
き
の
医
療
費
の
支
払
い
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

国
保
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が

お
互
い
に
保
険
税
を
出
し
合
い
た

す
け
合
う
と
い
う
相
扶
共
済
の
制

度
で
、
保
険
税
の
ほ
か
国
や
市
の

多
額
の
補
助
金
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
は
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
っ
て
給
付
を
受
け

る
権
利
が
あ
る
と
同
時
に
、
保
険

税
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

五
十
三
年
度
保
険
税
未
納
金
は

五
月
中
に
必
ず
納
め
て
下
さ
い
。

も
し
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
他

の
完
納
者
と
の
均
衝
上
、
強
制
処

分
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
乙
と
に
な

り
大
変
ご
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
五
月
中
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
事
情
の
方
は
税

務
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

£三弁

アG

協

…
創
立

7
周
年
記
念
演
芸
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

っ

て

ど

来
館
下
さ
い
。

リ
創
立
七
周
年
を
記
念
し
て
演
芸

日
時

五
月
三
十
日

・

午
後

一
時

I
三
時
三
十
日

山
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ふ
る

・

?

分

『
ご
み
』

中

~" 

l-

五
月
は
昭
和
五
十
三
年
度
国
保

事
業
の
決
算
期
で
す
。

保
険
税
の
完
納
が
な
い
と
皆
さ

児
童
手
当
の
受
給
者
な
ど

現

況

届

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
、

ま
た
受
け
る
資
格
は
あ
る
が
現
在

支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
人
は
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
す
る
乙
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

六
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
に

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
預
金
通
帳

(児
童
手
当
を
振
り
込
ん
で
い
る

も
の
)
を
持
っ
て
、
福
祉
課
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
各
地
区
の
受
付
を
次
の
よ
う
に

の

提

出

を

し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ど
協
力

下
さ
い
。

〔
三
浦
・
鈴
田
・
董
瀬
地
区
〕

六
月

一
日

t
五
日

〔
福
重
・
松
原
地
区
〕

六
月
六
日
l
九
日

〔
大
村
地
区
〕

六
月
十

一
日

t
十
五
日

〔
竹
松
地
区
〕

六
月
十
八
日

t
二
十
二
日

〔
西
大
村
地
区
〕

六
月
二
十
五
日

t
二
十
九
日

地
価
公
示
価
格
を
閲
覧

ー
ー
企
画
部
用
地
課

一
般
の
土
地
取
引
に
お
け
る
地

価
の
水
準
に
つ
い
て
、
正
し
い
知

識
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地

価
公
一不
法
に
基
づ
い
て
、
標
準
地

の
価
絡
(
一
月
一
日
頃
在
)
が
、

四
月
二

日
付
で
公
示
さ
れ
、
土
地

取
引
価
格
の
目
安
と
な
っ

た
り
、

公
共
用
地
の
取
得
価
格
の
算
定
基

礎
資
料
な
ど
に
役
立
っ
て
い
ま
す

関
係
台
帳
を
企
画
部
用
地
課
に

備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

な
お
、
標
準
地
は
、
杭
出
津
郷

{
子
川
崎
、
諏
訪
二
丁
目
、東
本
町
に

各
一

カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

古
い
郷
土
の
写
真
に
つ
い
て

お

願

い

市

立

史

料

館

市
立
史
料
館
で
は
、

戦
前
の
写
真
は
変
色
し
て
い
て
も
か
山

川
大
村
を
写
真
で
み
る
展
示
会
を
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
持
ち
の
い

川
企
画
し
て
い
ま
す
。

方

は
ど
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸

人

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
風

景

で
す
。

(建
物
、
市
街
)
お
祭
な
ど
、

連

絡

先

市

立

史

料

館

(
図
書
川

~
な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
お

館
二
階
〉
曾
③
|
一
九
七
~

v

貸

し

下

さ

る

よ

う

ど

協

力

を

お

九

山

H

願
い
し
ま
す
。

期

限

山

ぐ出かせぎ共済制度lこへ

加入しましょうノ

最
近
出
か
せ

ぎ
に
出
ら
れ
る

人
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
出

か
せ
ぎ
と
い
う

特
殊
な
就
労
条

件
で
あ
る
た
め

出
か
せ
ぎ
先
に

お
け
る
事
故
や

留
守
家
族
の
悩

み
ご
と
な
ど
が

発
生
し
て
い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
や
悩
み
ご
と

で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
、

暖
か
い
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
る

た
め
「
長
崎
県
出
か
せ
ぎ
援
護
協

会
」
が
あ
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
な
ど
に
備
え
、

安

心
し
て
出
か
せ
ぎ
で
き
る
よ
う
全

定
め
ら
れ
た
場
所
に

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

六
月
三
十
日
ま
で

員
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
資
格
一
カ
月
以
上
一
年

以
内
、
居
住
す
る
市
町
村
を
離

れ
て
他
人
に
雇
わ
れ
て
働
く
い

わ
ゆ
る
出
か
せ
ぎ
者

会

費

五

百

円

(
年
間
)

手
続

福
祉
課
へ

恩
典
(
給
付
の
内
容
)

〔
死
亡
し
た
と
き
〕
弔
慰
金
五

十
万
円
〔
大
け
が
を
し
て
働
け

な
く
な
っ
た
と
き
〕
見
舞
金
三

十
万
円
〔
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

休
ん
だ
と
き
〕
見
舞
金
三
万
円

l
五
万
円
〔
留
守
家
族
が
火
災

の
と
き
〕

見
舞
金
十
万
円
〔
会

員
死
亡
の
と
き
〕
遺
族
旅
費
実

費
程
度
〔
出
か
せ
ぎ
先
へ
の
家

族
の
訪
問
旅
費
〕
実
費
程
度

〔賃
金
不
払
い
の
と
き
〕

貸
付

金
五
万
円
以
内
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りおおむ市政だより(5) 

※ 

新

市

立

病

院

の

開

院

jおぷ、 j
;し 係泊岡山妙;
!らモ萄頼者Vン
|せco-s

注
射
と
検
診

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
核
予
防
法
に
も
と
づ
き
、

早

期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
結
核

の
撲
滅
を
図
る
乙
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
。

毎
年
一
回
、
健
康
で
あ
る
な
し

8月の日曜当番医

5
月
幻
日

(
6月
日
日

1
m日
ま
で
新
病
院
へ
の
移
転
の
た
め
休
診
し
ま
す
)

月日 | 場 所 |時 間

常盤 梧 よ ζl93

6/4 旭町アパー ト 13:00-14:00

水 計 公民 館 14:30-16:00

柴 田 一星セ主主シ主幼タ1稚園ー 1il 9:日日目10:30
6/5 水主町 11:00-12:00 

l福祉 13:00-15:30 

6/6 杭出津住宅松の湯前 11: 00-12: 00 

農協 会館 13:30-16:00

6/7 市 伝 染病棟 よ乙 11:00-12:00

特借 宿舎 よこ 13:30 ~16: 00 

五 i… i嘉第一公民館 114:30-16:001

i植松 公民館 I9:00-10:00: 

1原口住 宅遊園 地 110:30-12:0Oi
6/111 
原口公民館 113:30-14: 30 ! 

橋 口医院 115:00-16:001

Eヨ色~:30-10:di
6/12 i竹松農業普及センタ-111:00-12:00i

|竹松本町第1公民館 113:3川

|水田 郵便局 よ乙 ;99:3叩0-1刊0:30町; 

16/131片古町 5区 広場 11元iι山一斗1函iU! 
諏訪公民館判引i川1川3止:
l l坂口公民 館 !附川(
l円6/引 池田 公民 館 !10:30~mol
!池 田住 宅 公民 館 i13:30-15: 3O! 

1 1宮小 路 公民館 9:30--11: 301 

， 6/151竺 久保井商居ょこ 卜3:00--14:3O!

トゲン検診日程レンに
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
も
れ

な
く
受
診
し
て
下
さ
い
。

設
当
者
次
の
人
を
除
く
全
員

。
就
学
前
の
乳
幼
児

。
小
・
中
・
高
校
な
ど
の
学
校
の

児
童
生
徒

。
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

人

午前9時四午後6時

。
現
在
、

日|診療科目!病・医院名 |所在地 |電話

出口点児科科|i|a諏丁訪目町1!l 2-2252 
眼 科楠木眼東本 2-2711

10 整形外科松永整形外 西本大村町 3-5864

1門長野碍棺lE-21加
外内 科科佐藤タ~ ~I gL*~ 12-3070 

一回医割荒瀬間5-7
科岩 崎眼 西本 2-3435

結
核
の

治
療
を

受
け
て

い
る
人
ノ

。
妊
娠
中

診療時間

の
人

料
金料

-3歳児
検
診

昭
和
五
十
年
十
一

月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同

年
五
月

t
十
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時

五
月
二
十
四
日

午
前
九

時

t
十
時
、
午
後
一
時

I
二
時

受
付

場
所

対
象

市
役
所
第
一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

圃

妊

婦

教

室

無

毎
月
市
役
所
の
健
康
栂
談
室
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
六
月
は
場
所

を
変
え
て
行
い
ま
す
。

時
間
午
後
一

時
三
十
分

l
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館
(
中
央
町

バ
ス
停
下
車
)

妊婦教室日程
月日 l 内 容 1

6/6 。はじめて母親となる心得 | 
(第1回)I :踏せ鰐AFマッサージの実習
6 /13 1 0妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習
(第2回)1。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習)I 
|。産後の保健

6 ~0 o=~~=~_l~~ =~~~~~_~' (第3回)¥。育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習
|。映画、スキンシップ

6/27 1 0乳幼児の環境と性格 i 
(第4回)1。家庭の幸せのために(家族計画

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、

相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に

一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

血
圧
や
お
子
さ
ん
の
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

B月の健康相談日程

| 日 l~ 内 |
! 4 I妊 婦相 談 |一般 相談

!Elf ;:;引二二二!
※乳幼児相談は、主に一歳過ぎのお子さんの
しつけや発育面などの相談にご利用下さい。

"." 
冶 ・

13:00--16:0。
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も

よ

お

し

-
春
季
慰
霊
祭

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村

市
支
部
主
催
に
よ
る
春
季
慰
霊
祭

が
県
忠
霊
塔
で
執
行
さ
れ
ま
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多
数
の
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族

章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
福
祉
課
、

各
出
張
所
、
ま
た
は
遺
族
会
で
お

受
け
と
り
下
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
四
日

午
前
十
時
三
十
分
開
式

長
崎
県
忠
霊
塔

場
所
大
村
競
艇
場
内
(
玖
島
郷
〉

対
象
十
一
歳

t
十
八
歳
ま
で
の

少
年
少
女

参
加
料
無
料

持
っ
て
く
る
も
の
ト
レ

l
ニ
ジ

グ
ウ
エ
ア
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
、
弁
当

申
込
参
加
者
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か

電
話
で
六
月
五
日
ま
で
に
主
催

者
へ
・
申
込
む
乙
と

主

催

者

社
団
法
人

・
長
崎
県
モ

ー
タ
ー
ボ
l
ト
競
走
会

〈玖
島

郷

一
五
、
電

@
l六
一
九
四
)

-

婦

人

学

級

婦
人
学
級
の
受
講
者
を
募
集
し

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

マ
坂
田
美
和

(
杭
出

津

三

丁

目

五

円

一

一

香

典

返

し

敬

称

略

・

亡

母

中

島

ミ

ツ

ヨ

)

五

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

を
慈
恵
荘
ヘ
マ
吉
川
ス
ズ
ヱ
マ
江
原
直
樹
(
長
崎
市
)
幼
児
一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

(

諏

訪
二
丁
目

・
亡
母
コ
ズ
エ

)

服
数
十
点
を
光
と
緑
の
園
乳
児
一

一

マ
江
頭
誠

(古
町
二
丁
目
・

亡

三
万
円
を
パ

ー
ル

ハ

イ

ム

へ

院

ヘ

マ

鹿

取

正

明

(
松
並
町
)
一

一

母
フ
ジ
ミ
)
三
万
円

マ
出

口

十

万

円

を

光

と

緑
の
圏

(向
陽

一

一

勲
嗣
(立
福
寺
郷

・
亡
母
ツ
マ

)

一

一

般

寄

付

敬

称

略

寮

・
乳
児
院
)

へ

一

一

五
万
円
マ
中
島
幹

(

水

田

住

清

和

国

へ

一

一

宅

二
区

・
亡
父
次
郎
)

一
万
五

社
会
福
祉
事
業
費
ヘ

マ
花
柳
三
期
会

(
八
尋
満
希
子

一

一
千
円

マ
福
井
義
美
(
黒
丸
町
)
十
万
さ
ん
ほ
か
三
十
人
)
民
踊
慰
問

一

円

マ

市

ー内
私
立
保
育
園
主
任
と
り
ん
ご
四
十
個
、
小
物
入
四
一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

保

母
会

三
万
五
千
四
百
三

十

十

八

個

一

場
所請

A 
'%ii 

習

-
少
年
少
女

ヨ
ッ
ト
教
室

海
事
思
想
普
及
事
業
の
一
環
と

し
て
理
論
、
実
技
指
導
を
行
い
、

団
体
生
活
と
心
身
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
す

日
時

六
月
十
日
(
日
)

午
前

九
時

t
午
後
四
時

※
後
日
三
J
四
回
開
催
の
予
定

ま
す
。

開
設
期
間

六
月

t
来
年
三
月

申

込

先

社
会
教
育
課
か
各
地
区

の
婦
人
会
へ

申
込
期
限
五
月
三
十
一
日

※理消も 婦人学級教室名
詳な費学な 88 Iw ，...， 

し ど生級お し聖一_~I-全~I-里色~I 時 間

くの活を、 |木彫学級 |中央公民館 l第1・3火曜日110:00""'15:00
は学、聞こ---'~-'^ I ， / ，-~-~ I -':~ __ -_J ~_~ -Î 

社 習家設 の |コーラス学級 |中央公民館 |毎週水曜日 110:00.......12:00
会で庭しほ | 一一一一|一一一一一一I~ ~ "'..... I 
警す管まか |読書学級 |市立図書館 |竺旦E111叩叶5:30
調 。理吉 正 | 南画学級 | 婦 人の家 I~ど些型u3:30.......15:30
ヘ 健内地 |大村生活学校 |市民会館 |第3月曜日 I10:00.......12:0D 

康 容区 1 ="_~ llL -，-，- i 一一一一一一 I -= ~ 1 '-' I 
管はで |郡生活学校 l福重出張所 |毎 月 1回 110:00.......12:00i 

ス

ポ

i
ツ

圃
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
祭
り

(
ダ
ブ
ル
ス
)

五
月
二
十
七
日
(
日
)

日
時

…
交
通
事
故
相
談

一

(

毎
月
第
四
火
曜
日
)

一
日
時
五
月
二
十
二
日

午

-

前
十
前

t
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

午

-

人

権

(

身

の

上

)

相

談

一

(毎
月
第

一
木
曜
日
)
一

日
時

六
月
七
日

午
前
九
…

時
三
十
分
I
午
後
三
時

…

'」

~竺J

、、、1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
--
li
l
l
l
1
1
1
1
j
l
I
l
l
i
t
-
-
I
I
f
-
-

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
鍍
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

午
前
九
時
か
ら

場

所

市

民
体
育
館

種
目
一

般
男

・
女
、

教
職
員
男

-
女
、

初
心
者
男

・
女
、
高
校

男
・
女
、
中
学
男
・
女

※
高
校
・
中
学
は
学
年
別
は
あ
り

ま
せ
ん
。

マ
マ
さ
ん
の
部
は
初
心
者
女
の

部
に
入
る

参
加
料
(
一

人
)

こ
般
男
・
女
〕

五
百
円

〔
教
職
員
・
初
心
者
〕
二
百
円

〔高
校〕

百
円

〔中
学
〕
五
十
円

申

込

参

加
者
は
五
月
二
十
三

日

ま
で
に
二
人
一
組
で
市
役
所
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
中
島
泰

一
一
さ
ん
へ

※
使
用
球
は

一
般
男

・
女
は
水
鳥

球
、
そ
の
他
は
メ
イ
ビ
ス
球

日
時
五
月
二
十
三
日

前
十
時

t
午
後
三
時

-
柔
道
昇
段
審
査
会

五
月
二
十
六
日

午
後

一
時
か
ら

場

所

市

武
道
館

受

付

当

日
会
場
で
受
付

審
査
内
容

学
科
、
実
技
、
な
げ

の
型

対
象

初
段

l
三
段
ま
で

審

査

料

〔
初
段
〕
千
五
百
円

〔
二
段
・
三
段
〕
二
千
円

主
催

大
村
東
彼
地
区
柔
道
協
会

日
時昭

和

M
年
一
級
建
築
士
試
験

受
付
期
間
五
月
二
十
八
日

t

六
月
一
日

受
付
場
所

諌
早
土
木
事
務
所

建
築
課
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